平成２８年度　兵庫県相談支援従事者現任研修


様式2
	整理番号
	

	市町名
	


※神戸市は区まで記入
１、街の特徴（人口、歴史、特産物など）
	


２、手帳交付者数

	手帳種別
	１８歳未満
	１８歳以上

	身体障害者手帳
	
	

	療育手帳
	
	

	精神保健福祉手帳
	
	


３、計画相談支援給付費及び障害児相談支援給付費の支給決定者数
	給付別
	支給決定者数

	計画相談支援給付費
	

	障害児相談支援給付費
	


４、地域移行支援及び地域定着支援の支給決定者数
	給付別
	支給決定者数

	地域移行支援
	

	地域定着支援
	


５、障害福祉サービス事業者（市区町内）
※特徴の欄には、我が街の相談支援体制、障害福祉サービスの現状について、その強みや弱みを社会資源の観点から客観的に評価し記入
※（２）～（４）の関係性の欄には、よく関わっている○、あまり関わりがない△、関わりがない×を記入
（１）我が街の相談支援体制（基幹相談、委託相談、指定一般、指定特定、指定障害児）
	特　徴

	


（２）我が街の介護給付費関係
	給付別事業者
	特　徴
	関係性

	居宅介護事業者
	
	

	重度訪問介護事業者
	
	

	同行援護事業者
	
	

	行動援護事業者
	
	

	重度障害者包括支援事業者
	
	

	短期入所事業者
	
	

	生活介護事業者
	
	

	療養介護事業者
	
	

	施設入所支援事業者
	
	


（３）我が街の訓練等給付費関係
	給付別事業者
	特　徴
	関係性

	自立訓練事業者
	
	

	就労移行支援事業者
	
	

	就労継続支援Ｂ型事業者
	
	

	就労継続支援Ａ型事業者
	
	

	共同生活援助事業者
	
	


（４）我が街の地域生活支援事業関係
	実施事業
	特　徴
	関係性

	地域活動支援センター
	
	

	移動支援事業者
	
	

	その他
	
	


６、障害福祉サービス事業者以外の社会資源
（１）　フォーマル資源（具体的に市が実施している独自のサービス）
	例）通所施設の交通費助成


（２）　インフォーマル資源（民間事業所やボランティア団体等が実施しているサービス）
	例）サロン


７、不足していると感じている社会資源
また、充足するにはどのようなサービスが考えられるのか“私が考えるアイディア”を記入
	


８、私の街の地域自立支援協議会の概要
（１）　地域自立支援協議会の概要（組織図、構成、今年度の開催回数、協議内容など）
	


（２）　自身の地域自立支援協議会における関わり度（立場や役割）
※関わりのない方は協議会をどのような場所と感じているのか
	


（３）　地域自立支援協議会のイチ押しの取り組み
	◆取り組みを行うことになったきっかけ（背景）について
◆具体的に取り組んだ内容について
◆取組みから得られた効果について



（４）地域自立支援協議会の発展段階を踏まえた運営評価指標
	段階
	①課題の抽出度
	チェック

	第１段階
	相談支援事業によるサービス担当者会議は開催されていないかごく一部の利用者のみを対象としている状態。（個々の利用者に対する支援課題はあまり把握されていない）
	□

	第２段階
	相談支援事業によるサービス担当者会議が開催され、個別の支援課題も把握されつつある（地域自立支援協議会で共有されていない）。
	□

	第３段階
	地域課題の抽出や整理に至っていないものの、相談支援事業による個別の支援課題は地域自立支援協議会でも共有されている。
	□

	第４段階
	相談支援事業による個別の支援課題は地域自立支援協議会で共有され、地域課題として集積するとともに、解決に向けた議論が専門部会等で始まっている。
	□

	第５段階
	地域自立支援協議会で地域課題が認識され、専門部会等で議論し、施策についてもロードマップ作成など合意が得られている。
	□

	チェック　(　段階での具体的な内容を記載


	段階
	②社会資源の開発改良度
	チェック

	第１段階
	地域内の当事者団体や関係機関（フォーマルなサービス提供事業者）に関する情報は把握されている。
	□

	第２段階
	地域のエリア内の社会資源マップが作成される等、どの程度機能しているかが把握されている。
	□

	第３段階
	共有された地域の課題に対する社会資源について調査・診断され、課題解決に向けた社会資源の改良すべき事項が把握されている。
	□

	第４段階
	共有された地域課題解決のため、社会資源の運用などの改良に取り組んでいる。
	□

	第５段階
	既存の社会資源では対応困難な地域課題に対応するため、新たな社会資源の開発がなされている。
	□

	チェック　(　段階での具体的な内容を記載


	段階
	③行政の関与度
	チェック

	第１段階
	地域自立支援協議会の事務局会議（運営委員会）等には関与していないが、構成員として協議会に出席している。
	□

	第２段階
	地域自立支援協議会の事務局会議（運営委員会）等に出席し、協議に加わっている。
	□

	第３段階
	地域自立支援協議会の協議内容から把握された課題について他の部局も参画して検討が始まっている。若しくは、障害福祉担当課が庁内において他の部局と検討を始めている。
	□

	第４段階
	障害福祉計画の策定や変更の際には、地域自立支援協議会の協議事項が反映できるよう位置付けて取り組んでいる。
	□

	第５段階
	地域自立支援協議会の協議内容を施策に反映させると共に、必要な予算を確保した。
	□

	チェック　(　段階での具体的な内容を記載


	段階
	④構成員の参加度
	チェック

	第１段階
	障害福祉関係者の要望陳情の発言が中心となっているか、主催者の一方的な報告会になっている。
	□

	第２段階
	構成員の積極的な発言はないものの、協議会の目的と役割について構成員の共通認識が図られている。
	□

	第３段階
	構成員は、個別の事例等を通して地域の支援実態についておおよそ理解し、活発な質疑や課題提起が行われている。
	□

	第４段階
	専門部会員が必要な（市民、保健医療、教育含め多様な）分野から選任され、部会内で実現可能性の高い提案が積極的に行われている。
	□

	第５段階
	協議テーマに対して、全体会においても構成員が所属する機関としても実現可能性の高い提案を積極的に行っている。
	□

	チェック　(　段階での具体的な内容を記載


平成22年度障害者総合福祉推進事業「自立支援協議会の活性化に向けた事例収集とガイドラインの作成」報告書より
（５）これまでの設問８、（１）～（４）の地域自立支援協議会の取り組みや評価、課題等を踏まえ、相談支援専門員として今後どのように地域自立支援協議会に関わっていきたいか、まずは何から取り組んでいきたいか
【アクションプラン】
	


提出日：平成２９年１月１０日（火）
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